
地方ぬ務員法の服務修得に関する請聊、書

癪介議員　打越 沽券

４， ８， ２３



件名　 丿吏方な務員羝の覧務修得に関する 請鵞Ｓ、書

趣回　ひたちなか市職員において、ｔ方ぬ務具法の服務を修得していない職員がいる。

ｊき力ぬ務員悵は、地力む務具においてのＸ本法であ る。 しか し、 殆どの職員が服務を修

得していない。そこで、服務第６節の９ 条を修得するための条Ｍを制定する こと を求め

る。

ｊセ方ぬ務員法の服務は、 「職員が仕事をするう えでの拠り所になる規定であり 、難しいこ

とは一福記載されていません。 一えする と肖 り前のこ とを定めているが、住民のために職

‾屈 を遂行する事の惹、義 を改めて確認する こと が重要で ある。

（服務と は、 ほ務に従事するこ とで、修得と は、 習い覚えて身につける こと 。）

地方な務員法　第二十二条

職員 は、 その職務を遂行す るに 肖っ て、 法令、条例、 鳬方ぬ五兵回体の規ｍ八び地方ぬ族

回体の機関の定め る規程に従い、えつ、 上司の職務上の命令に忠実に従わな ければな らな

し尨

服務は義務であり 、ミ解した上での行動が前提と なっているこ とを考えると 、市民から

の問に対し、 回答できないこと は旬、得 していないこ とと なり 、ｋずべきこ とである。

１。 服務の根本Ｊｉ準 （法第３ ０条）

２． 服務の宣誓（法第 ３１ 条）

３． 缶令等八び八び職務上の命令に裟。う義務（法第３２ 条）

４． 信篦失墜行為の禁止（法第 ３３ 条）

５． 守秘義務 （法第３ ４条）

６． 職務に専念する義務（法第 ３５ 条）

７． 政治的行為の制ほ （ま第３ ６条）

８． 争議行為等の禁止 （法第３ ７条）

９． 営利を業への従事等の制ほ （伍第３ ８条）

ひたちなか市役所職員は、 上Ｒを修得するこ とにより 、法令順守と市Ｒへの宣誓義務

を履行す るこ とに より 、市民の税金の無駄使いと なる 行為が減 るこ とと なる ので、罰則

のあ る条例制定を求め る。

上髱のと おり 請尚書（陳述書） を提ｉします。

争和 怯年 Ｊづｊユ５　ｒｌ

請願者（代表）　 住所

（陳述者）

ひたちなか市議会議長

ｊ大名　　

大　谷　 隆　殿

（他　 １８ 名）




